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紀末から 1970 年代末に至る欧米等における研究の展開を跡付ける。 
第Ⅱ部において，第Ⅰ部での考察に基づきつつ，19 世紀末から 1970 年代末までの諸研
究の多くで「スミス価値尺度論」に関連して直接・間接に取り扱われてきた基本的諸問題






















































って-』（上巻 2010 年 2 月 28 日、下巻 2016 年 10 月 10 日、晃洋書房）の学位審査報告書
である。 
 中川氏は上巻において、19 世紀末、20 世紀初頭から 1910 年代以前、1910 年代、1920 年
代、1930 年代、1940 年代、1950 年代、1960 年代、1970 年代という順番で、欧米のアダ
ム・スミス価値尺度論の研究を詳細に解析する。その検討のなかから、中川氏が見出した
確認点は三つである。 
 第一に、19 世紀末から 1970 年代末におけるアダム・スミス価値尺度論の研究において



































2 価格ベクトル P、利潤率 r、投入係数行列 A、賃金率 w、労働投入ベクトル L を用いて、 
P = (1 + r)PA + wL 
(I − A)P = rPA + wL 
を得る。ここで最大利潤率 r*に対応する価格ベクトル P*は A の左固有ベクトルである。 
𝑃∗ = (1 + 𝑟∗)𝑃∗𝐴 
同じく A の右固有ベクトルを考えると、それは剰余生産物の割合が全部門で等しい生産
量ベクトルになっている。 
X∗ = (1 + 𝑟∗)𝐴𝑋∗ 
そして、このときの純生産量ベクトルがスラッファの標準商品に他ならない。 
 最初の式に X*を掛けると 











 最後に、中川氏の研究の貢献を 2 点に渡って述べておこう。 
 第一に、本研究はアダム・スミス価値尺度論研究を巡る、一種のメタ学説史になってい
るということである。すなわち、中川氏の研究を通じて、それぞれの欧米経済学者がどう
                                               
(I − A)𝑋∗ = 𝑟+𝐴𝑋∗ 
を代入すると 
(I − A)P𝑋∗ =
𝑟
𝑟∗
𝑃(I − A)𝑋∗ +wL𝑋∗ 
𝑟∗ − 𝑟
𝑟∗
𝑃(𝐼 − 𝐴)𝑋∗ = wL𝑋∗ 

















































 7 月 22 日の 10：00～12：00 に行われた公聴会には 5 名の参加があり、中川氏を中心に
熱心な議論が展開された。 
中川氏の著書は、研究の厚み、指摘の独創性、学界への貢献などの面からみて、博士号
に値する十分な内容を有していると判断する。 
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